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円周率の歴史において，中国の
ぎ
魏・

しん
晋南北朝時代（184–589年）は忘

れてはならない時代である．魏・晋の混乱した時代を生きた
りゅう
劉

き
徽

は，漢の時代に完成されたと考えられる数学書『九章算術』の記述
を数学的に検討し，註釈をつけ，証明の必要性をはじめて認識した
中国人でもあった．彼によって中国でははじめて円周率の計算の基
礎づけがなされ，その成果は南北朝時代の南宋の

そ
祖
ちゅ
沖
うし
之，

そ
祖
こう
父子

に受け継がれて進展した．
　この章では，魏の時代から晋の初頭にかけて活躍した劉徽を中心
に中国で円周率がどのように計算されたかを述べ，あわせて当時の
数学がどのようなものであったかについても述べてみよう．
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紀元前 3世紀の終わりに秦の始皇帝が中国全土を統一し，封建制度
を廃止して郡県制を採用し，官僚組織による政治が始まった．秦は短
命であったが，そのあとを継いだ漢の時代に多くの制度は整備され，そ
の後の中国の制度の基礎を作った．
中国においては王朝がかわると，新たに天命を受けたことを誇示す

るために制度改革が行なわれた．特に改暦は新王朝の重要なテーマで
あった．また，度量衡の整備も重要な課題であった．王朝の正当性を
保証するものが暦であり，度量衡であった．音楽の音律にも王朝が関
わるようになってきた．
中国の場合，改暦は単に暦を新しく作り直すだけでなく，太陽や月，

さらには惑星の運動に関わる天文定数も改定された．そのため古代中
国では，暦の制定に必要な天文学とそれを支える数学が発展した．ま
た，社会生活に必要な土木，建築，測量，賦税のために必要な実用数
学も発達した．天文・暦法のための数学は紀元前後に『

しゅう
周

ひ
髀
さん
算
けい
経』と

して，実用数学は紀元前後に『
きゅう
九

しょう
章

さん
算
じゅつ
術 』としてまとめられ，そ

の後の数学の発展に大きく貢献した．
そうした数学・天文学の専門書だけでなく，中国の歴史書は『史記』

以来，音律，度量衡，暦の記録である律暦志が含まれ，度量衡や暦の
整備に関して詳細な報告を残している．これは他の文化圏の歴史書に
は見られない特徴である．歴史家は各王朝に残された度量衡や暦の作
成に関する記録をもとに「律暦志」を著し，天文に関しては別に「天
文志」を著すのが常であった．このため，他の国の歴史と違って，古
代中国の歴史では，残された記録から，当時の天文学や数学のあり方
がある程度推測できる．
こうきん
黄巾の乱（184年）から始まった後漢末の混乱はやがて

ぎ
魏，

しょく
蜀 ，

ご
呉の
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図 1. 1 三国時代の中国．

三国時代となり，紀元 265年に司馬炎が魏から禅譲をうけて
しん
晋を建国

した（図 1. 1）．280年に晋は呉を滅ぼし，中国全土を統一したが 30年
後には崩壊し，中国は再び混乱した．南北朝時代を経て 588年隋が全
土を統一するまで分裂が続いた．
こうした分裂の中で，多民族が混じり合い多様な文化が花開いた．四

世紀後半には仏教が広まり，教典の翻訳だけでなく仏教芸術も盛んにな
り，それに対抗する形で道教も姿を現した．

とうえんめい
陶淵明の詩，『文選』の編

纂，
こ
顧
がい
愷

し
之の絵画，

おう
王

ぎ
羲

し
之の書などはこの時代の高い文化水準を示し

ている．これらは隋を経て唐の時代に大きな影響を与えた．また，こ
の時代に暦の作成を始め数学や天文学が本格的に進展し，一つの頂点
に達したことも特筆すべきである．

1. 1 劉　　

　魏の景初 3 年（AD 239）に邪馬台国の卑弥呼は大夫の難升米らを魏
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の都洛陽に遣し，魏帝に男の生口四人，女の生口六人，班布二匹二丈
を献じて朝貢した．これに対して同年 12月に魏帝は卑弥呼を親魏倭王
として金印紫綬を仮授し，銅鏡百枚などの品を

し
賜

よ
与し，翌年正始元年

（AD 240）に魏の使いが邪馬台国に至り，魏帝の詔書や下賜の品々を卑
弥呼にもたらした．さらに正始 4年（AD 244）に卑弥呼は再び魏に朝貢
した．卑弥呼の死後，しばらく混乱した邪馬台国では

と
台

よ
与が女王とし

て立つと国が治まり，台与は再び魏に朝貢した．265年に魏の元帝は
司馬炎に帝位を禅譲し晋が建国された．
この頃，魏の都では

りゅう
劉

き
徽が数学書『九章算術』の註釈書を書き続け

ていた．晋が建国されてからしばらく経って，劉徽は『九章算術』の
註釈書を完成させ，最後に序文を寄せた．
その序文の一節には，

私，劉徽は幼いときから『九章算術』を習い，長じて再び詳しく
読み返し，陰陽の分裂を考え，算術の根源を総べ，長い間，錯雑
した深い意味を探るうちに，ついにその意を悟り尽くすことがで
きた．故にあえて菲才をつくし，愚見を採り，註釈をつくった．

（［32］p.78 より一部改訳して引用）

と書かれている．彼は幼いときから『九章算術』に親しむことができ
る環境に育ったことが分かる．おそらくは父は魏の小官吏であり，劉
徽は父の跡を継いだようであるが，中国の文献の中に劉徽の伝記を見
つけることはできない．
劉徽は次のように序文を締めくくっている．
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今の歴史書は簡略とはいえ天地のことを取り上げ，その数値を研
究して天文志や律暦志に記録し，そのことによって当今の学術の
盛美たるを明らかにしていると私は考える．そこで「重差術」の例
題と註釈を作り，古人の考えを究め，『九章算術』

こう
句

こ
股章の末尾に

つけ加えた．その術は高さを測るには二本の目印の棒を用い，深
さを測る場合は二箇の

さしがね
矩を用いる．また測量対象が基準線よりず

れる場合は三たび望み，対象がずれしかも広く調べる場合は四た
び望む．このように類例に触れて発展させればどんなにかすむほ
ど遠くとも，怪しく深くとも，使用できない所などはないのであ
る．博識の方々の

つまび
詳らかな閲覧を希望する． （［32］p.79）

『九章算術』句股章の末尾につけ加えた註釈は，後代に独立した書『海
島算経』として取り扱われるようになった．この序文で劉徽が望んだ
通り，劉徽註『九章算術』は唐の数学者・天文学者，

り
李
じゅん
淳

ぷう
風（602–670）

によってさらに註釈がほどこされ，唐代には算学博士養成のための教
科書となった．
劉徽は高位の官職に就くことはなかったため彼の伝記は歴史書に記

されず，『九章算術』の註釈書から得られる以外のことは何も知られて
いない．しかしながら，高位の官職に就かなかったことが，彼に大胆
な発想を可能にしたようにも思われる．劉徽は古代中国において，数
学の証明が重要であることに気づいた希有の存在であった．円周率を
厳密に，論理的に追い求めた古代中国で最初の数学者でもあった．
『隋書』巻十六「律暦志」に「魏陳留王景元四年，劉徽九章商功に註
して曰く」という文章が出てくることから魏の景元 5年（AD 264）には
『九章算術』の註釈をしていたことが分かる．また，『九章算術』第一
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巻方田の「円田術」に「晋の武庫中，漢時
おうもう
王莽の作る所の銅

こく
斛有り．」

と劉徽自らが註をつけているので，註釈の作業は司馬炎が 265年に魏
の元帝から禅譲されて晋が建国された後も続けられたようである．晋
の武庫（武器庫）は 295年に火災にあって中の宝物を失ったと伝えられ
ているが，劉徽の註釈にはそのことへの言及はない．したがって劉徽
の註釈は晋建国からそれほど経たずして完成したものと今日では考え
られている．
ところで，次章で述べるように円周率の計算を厳密に行なったのは，

紀元前 3世紀に活躍したアルキメデスが最初である．劉徽がアルキメ
デスの計算法を学ぶことができたとは考え難いが，もしかすると遠く
西方の国で円周率を計算した数学者がいたという噂を耳にしたかもし
れない．
ローマ皇帝が漢の皇帝のもとへ使いを送っており，使節団の中に数

学に通じた人がいたかもしれない．もっとも，古代ローマは文化的に
は見るべきものはなく，古代ギリシアの伝統を受け継いだギリシア人達
が文化的な活動を支えていた．ゆえにローマの使節に数学を解する者
はいなかったとみるほうが妥当であろう．ただ，遠く離れた世界のこ
とが長い時間をかけて耳から耳へと，少し歪んだ形であるかもしれな
いが伝わることは大いにあったように思われる．したがって，古代中
国の数学者が，遠い西の世界で円周率を計算した人がいたことを知っ
ていた可能性は否定しきれない．しかし，そのことに関してはもちろ
ん何の記録も残されていない．
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1. 2 『九章算術』

劉徽が生涯をかけて取り組んだ『九章算術』とはどのような数学書で
あったのだろうか．その名前の通り，九つの章からなる数学書である．
章名は第一章が

ほうでん
方田，第二章が

ぞくべい
粟米，第三章が

し
衰
ぶん
分，第四章が

しょう
少

こう
広，

第五章が
しょう
商

こう
功，第六章が

きん
均

ゆ
輸，第七章が

えいじく
盈朒，第八章が

ほうてい
方程，第九

章が
こう
句

こ
股である．今日の数学用語「方程式」は第八章の「方程」に由

来する．
『九章算術』の名前の由来を知るためには，古代中国における数学の役
割を知っておく必要がある．戦国時代末期にできたとされる『

しゅらい
周礼』＊1

地官司徒第二の保氏の条＊2に
けい
卿
たい
大

ふ
夫（高級官僚）以上の子弟が学ぶべき

六種の教養科目
りくげい
六芸として，礼・（

がく
楽）・射（弓術）・

ぎょ
馭（

ぎょ
御とも記す）．馬

車を操縦する術）・書（書写）・数（計算）の順に挙げている．さらに「数」
は九つの細目に分かれこれを「九数」と称した．後漢末の

じょう
鄭

げん
玄の『周

礼註』には
てい
鄭
しゅう
衆 の説として

九数とは方田，粟米，
し
差
ぶん
分，少広，商功，均輸，方程，

えい
贏

ふ
不
そく
足，旁

要のことで，今は
ちょうさ
重差，

こう
句

こ
股がある．

＊1 周公旦が周王国の官制を記したとされる書で紀元前 2 世紀漢の武帝の時に発見さ
れたという．劉歆（りゅうきん）の偽作との説もある．鄭玄（じょうげん）の註釈書『周
礼註』によって権威を獲得し，現実の政治制度にも影響を与えた．
＊2 原文は次の通りである．
　　 保氏：掌諫王惡，而養國子以道．乃教之六藝：一曰五禮，二曰六樂，三曰五射，
　　 四曰五馭，五曰六書，六曰九數．乃教之六儀：一曰祭祀之容，二曰賓客之容，三
　　 曰朝廷之容，四曰喪紀之容，五曰軍旅之容，六曰車馬之容．凡祭祀，賓客，會同，
　　 喪紀，軍旅，王舉則從；聽治亦如之．使其屬守王闈．
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を引用している．この文章に挙げられている最初の八つの名称は漢字は
異なるが現存する『九章算術』の章名と一致する．しかも，方程，

えい
贏

ふ
不
そく
足

が入れ替わっている以外は順序まで一致している．時代が下るに従っ
て，数学の内容が豊かになったのであろう．「今は

ちょうさ
重差，

こう
句

こ
股がある」

という文章は，九数では足りなくなってきていたことを示している．実
際に数学書が編まれたときには九数に合わせるために，最後の章は

こう
句

こ
股

とされたようである．いずれにしても『九章算術』は九つの章がある
から，そのように名づけられたというより，『周礼』の九数に合わせて
九章構成にされたと考えられる．
また，『九章算術』には秦に始まる爵位や前漢時代の地名などが現れ

ることから，漢代になって今日の形に編纂されたものと考えられてい
る．『漢書』芸文志には『九章算術』の名前は見えず，一方，『後漢書』
の

ば
馬
えん
援伝に，『九章算術』を馬援の甥の

ば
馬
しょく
続 が学んだことが記されて

おり，さらに
じょう
鄭

げん
玄は『九章算術』に通暁していたことが伝えられてい

ることから，『九章算術』は遅くとも紀元 1世紀後半には何らかの形で
編纂されたものと考えられている．
『九章算術』は中国のその後の数学書の記述の模範となり，その影響
は広く漢字文化圏の国々におよんだ．『九章算術』自体を見ることはで
きなかった江戸時代の数学者にも中国の他の数学書を通して，『九章算
術』の章名はよく知られていた．江戸時代の数学書の記述方式も『九
章算術』の影響下にあったことは第 7章で述べよう．
このように後世に大きな影響を与えた『九章算術』（図 1. 2）はどのよ
うに記述されていたかを，現代語訳で垣間見てみよう．括弧で括った
文は劉徽による註釈である．また，原文にはないが便宜上，問題番号
を文の冒頭に記した．
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図 1. 2 『九章算術』方田．

巻一　方田＊3（ここでは田畑の界域を扱う．）

一　今，横十五歩，縦十六歩の田がある．田の面積はどれだけか．
答えていう，一

せ
畝．

二　又，横十二歩，縦十四歩の田がある．田の面積はどれだけか．
答えていう，一百六十八歩．
方田の術にいう，縦横の歩数を掛け合わせて面積を得る．
（この面積のことを

でんべき
田冪，縦横を掛け合わせたもの

べき
冪という．）

　これを畝の法二百四十歩で割ると畝の数である＊4．なお，百畝

＊3 方田とは長方形の田畑を意味する．
＊4 一畝は二百四十歩である．なお，歩は長さの単位であると共に一辺が一歩の正方
形の面積を一歩とする面積の単位としても使われる．
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は一
けい
頃である．

　
　　　 …

五　今，十八分の十二＊5がある．これを約すといくらになるか．答
えていう，三分の二．
六　又，九十一分の四十九がある．これを約すといくらになるか．
答えていう，十三分の七．

約分
（（私，劉徽が）考えをめぐらすに，物の数量が全体をつくさない
ときは，必ず分数を用いる．分母の数が大きいときは用いるのが
難しい．さて，四分の二があるとすると，分母を大きくして八分
の四ということもできるが，約分すれは二分の一である．言い方
は異なるが，数としては一緒である．割り算では除数と被除数は
ふぞろいであることがあるから，まず分数計算を修得する必要が
ある．）
　術にいう，分母分子を半分にできるものは半分にする．半分に
できないときは，別の所に分母と分子の数をおき，小さい方を大
きい方から引く．余りがあれば，余りを小さい方から引く．この
ように互いに引き合い，両方が等しくなるまで続ける．その等し
い数（等数）で分母分子を約す＊6．

＊5 『九章算術』の時代は分数はあったが分数の記法なく，十八分之十二と記した．
＊6 いわゆる互除法（ユークリッドの互除法）が記されている．等数は最大公約数のこ
とである．


